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聖心の子どもは一人で天国に行ってはいけません 校長 Sr. 大山 江理子

10月は台風15号、19号、そして豪雨と災害が続きました。

東京近辺を含め、各地での大きな被害が報告されました。被

災された方々に心からお見舞い申し上げます。保護者の方々

を始めとして皆様はいかがでしょうか。一日も早い復旧を心

からお祈りしております。この一連の災害は気候変動の深刻

さを考えさせられる出来事でした。

本校でも中高等科のみこころ祭において、10月12日の公開

日を中止せざるを得ませんでした。中高等科生は限られた状

況下で精一杯の活動をいたしました。楽しみにされていた初

等科生と保護者の皆様にはご理解、ご協力いただき感謝いた

します。

創立者の言葉の一つに「聖心の子どもは一人で天国に行っ

てはいけません」というものがあります。この言葉を子ども

たちに教えると、必ずと言ってよいほどいつも、「この言葉の意味は一人で死んではいけないと

いうことですか？」と質問されます。天国に行くとは、「帰天」という表現があるように「死」

を意味することがあります。しかし、聖マグダレナ・ソフィアがおっしゃったことはそのような

意味なのでしょうか。

先ごろ亡くなられた一人の卒業生は、生前多くの方々のお世

話をなさり、奉仕の精神を体現して生き抜かれた方でした。そ

の方の生涯は多くの方との関わりに満ちており、多くの方がそ

の方に助けられたと感じています。亡くなられてもなお、その

方の築かれた人と人の絆は多くの人をつなげ続け、新たな絆を

生んでいます。このような生き方こそ、創立者の言葉が目指し

ているものです。「一人で天国に行ってはいけません」 ここ

で言う「一人」とは死のときの人数ではなく、たとえ良い人生

であっても、自分一人が良いというだけでは聖心の子どもにはふさわしくない、必ず多くの人と

共により良い、より神さまに向かう生き方でなければならない、このようなことを創立者は考え

て語ったに違いありません。今月お祝いする聖フィリピン・デュシェーンも、創立者の言葉通り

の生き方をされた方でした。

11月は、カトリック教会では死者の月です。1日に諸聖人の祝日、2日

に死者の日を記念します。亡くなられた方々は私たちの記憶のうちに生

きておられ、神のもとで新たないのちを生きておられることを心に深く

とめ、祈ります。今月は、25日に東京で教皇フランシスコを迎えてのミ

サも行われます。教皇様が語られることに耳を傾け、共に祈っていきた

いものです。

惜しみなくアクションをおこす 生活指導主任 中津 和巳

ラグビーのワールドカップで残念ながら南アフリカに敗れましたが、初の決勝トーナメント進出

と歴史的快挙を成し遂げた日本代表。私も全試合をテレビ観戦し、心が揺さぶられました。

特に決勝トーナメント進出をかけたスコットランド戦では、タックルを受けながら味方にボー

ルを託す「オフロードパス」でつなぐ攻撃、猛攻に対して組織的に果敢にタックルをして耐える

防御と、日本代表が一つの目的に向かって機能し、仲間をフォローし合う信頼感や組織力の高さ

を感じました。それは一人ひとりが自分の役割を果たし、見返りを求めず仲間のために惜しみな

く動くことが前提だと思います。自分がトライしたいという欲をもったり、この前、パスをして

トライさせたから今度はトライをさせてほしいと求めたり、ミスをした仲間を責めたりしていた

ら、仲間との信頼感やチームとしての組織力は生まれないでしょう。

初等科生には学年・クラス・グループ・係などさまざまな活動の場

があります。また、登下校中には他者との関わりがあります。そこに

は必ず複数の人がいます。互いの考えがすぐまとまったり、自分の思

いが相手に通じたりするときもあれば、なかなかうまくいかないとき

もあるでしょう。そのときこそ、目的を達成するために何をしなけれ

［児童会立ち会い演説会］ ばならないかを自分の問題としてとらえること、

自分の考えをきちんと伝えたり相手の話を真剣に聞いたりすること、みん

なで考えることが大切だと考えます。みんなの力を合わせて目的を達成し

たら大きな自信となり、次の一歩を踏み出す原動力になることでしょう。

「Be wise. Be creative.」の気持ちで一人ひとりが進んで考え、自分 ［児童会立ち会い演説会］

の役割を果たし、見返りを求めず仲間のために惜しみなくアクションをおこすことを大切にし、

信頼感や組織力を培っていってほしいと思います。その過程で、自分を大きく強く成長させてい

ってほしいと願っております。

11月の行事予定

１日（金) 初等科入試、家庭学習日 １９日（火） ６年まとめのテスト

３日（日） 文化の日 ２０日（水） ４年音楽交流授業（６限）

４日（月） 振替休日 ２１日（木） 聖心会創立記念日

６日（水） ４年社会科見学 ６年進学説明会(親子）

１１日（月) １年･転入･編入生保護者会 ２２日（金） 小林聖心との共同研究会のため

１２日（火） 放送もゆる 久我山青光学園訪問 ５限まで授業

（６限後） ２３日（土) 勤労感謝の日

１３日（水） 2nd 聖フィリピン･デュシェーン ２５日（月） 教皇フランシスコ来日ミサのため

祝日講演会（AM） 午前授業

１４日（木） 1st 聖フィリピン･デュシェーン ２６日（火) 一日学校参観日

祝日お祈り会(AM)・講演会（PM） ２８日（木） CW練習①（１限）

１８日（月） 聖フィリピン･デュシェーン祝日 新１年保護者会


